
1 

 

No12 

2008 年12 月25 日 

陸生ホタル生態研究会 

電話Fax:042-663-5130 
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山梨県大月市 猿橋町 朝日小沢のクロマドボタル調査（その２） 

                   安藤 晃・小俣軍平・小俣 亮（文責 小俣軍平） 

（１） はじめに 

  昨年の秋（2007 年 10 月）に発見された、クロマドボタルの無紋型幼虫のみが生息する 

標記の地域を、その後、今年の春～秋に併せて５回調査を実施しました。その結果、無紋

型幼虫の生息分布状況がほぼ判明しましたので その結果を報告いたします。 

 

1 図  調査１４地点の位置模式図（黒の点線内が無紋型のみの生息地） 

    白ぬき図は山梨県内での調査地の位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）調査結果 

 ① 調査地 

 調査地は、東京方面から中央高速道の大月 IC を下りて、東に向かい国道 20 号を 6km 程

戻った所で、桂川（山梨県内では、相模川を桂川と呼ぶ）から分岐した小沢川（全長 5km
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程）の流域です。地理的には関東山地と丹沢山地の接点にあたります。桂川分岐地点の海

抜が 400m、「地図上の調査ポイント７」の鈴懸峠が 900m、標高差 500m です。 

 川沿いには古くからの民家が点在し現在も農林業が営まれています。山地の植生はコナ

ラ・イヌシデ・クリなどの落葉二次林に、スギ・ヒノキの人工林がパッチワ－ク状に点在

します。調査地は、猿橋町から鈴懸峠に続く県道・林道の沿線と、荒廃した旧農道沿いを

選択しました。また周辺地域は、国道・県道・農道・登山道沿いの林地を選択しました。 

 

② 調査した地点ごとのクロマドボタル幼虫の数と斑紋変異の結果 

番号    採集数   内訳（斑紋変異）  頭数   斑紋型模式図         

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

１     6 頭    無紋型       6 頭     

2     4 頭    無紋型       4 頭 

3          3 頭    無紋型       3 頭 

4     5 頭    無紋型       5 頭 

5     2 頭    無紋型       2 頭 

6     2 頭    無紋型       4 頭 

7     11 頭    無紋型       11 頭      無紋型 

    小計  35 頭    無紋型       35 頭 

  無紋型の割合   100％ 

  注 1～7までの調査地点は、黒の実線で囲まれた地域です。  

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

8     3 頭    18 紋型 B1      2 頭      

            無紋型        1 頭  

 

 

 

 

  無紋型の割合 33％                 18 紋型 B1   無紋型 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

9     7 頭    22 紋型 A       1 頭  

18 紋型 B1       1 頭 

           16 紋型 B1      1 頭     

           14 紋型 B1      1 頭                      

           12 紋型 B1      2 頭 

無紋型        1 頭 

                                  22 紋型 A   12 紋型 B1 
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    無紋型の割合 14.2％     18 紋型 B1    16 紋型 B１    14 紋型 B1 

   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

10   6 頭  14 紋型 B1  1 頭 

        12 紋型 B1  2 頭 

        無紋型    3 頭 

 

 

 

 

  無紋型の割合 50％         14 紋型 B1    12 紋型 B1     無紋型 

  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

11   3 頭  16 紋型 B1  2 頭 

        14 紋型 B1  １頭  

 

                                   

 

 

 

  無紋型の割合 0％                   16 紋型 B1    14 紋型 B1     

    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

12   4 頭  14 紋型    1 頭 

        12 紋型 B1  2 頭 

        無紋型    1 頭  

 

 

 

    無紋型の割合 25％               14 紋型 B1  12 紋型 B1   無紋型 

  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
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13   5 頭    22 紋型 B1   1 頭  

         18 紋型 B1   2 頭 

         12 紋型 B1   1 頭 

          無紋型    1 頭  

 

  無紋型の割合 20％          22 紋型 A  18 紋型 B1 12 紋型 B1  無紋型 

  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

14   25 頭   22 紋型 A   2 頭 

         16 紋型 B1   1 頭 

         14 紋型 B1   13 頭  

         無紋型     9 頭   

 

 

  無紋型の割合 36％          22 紋型 A  16 紋型 B1  14 紋型 B１ 無紋型 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

③ 結果の考察 

   第 2 図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第 2 図は、第 1 図の調査地を除いた相模川沿い（神奈川・山梨県境から都留市まで）の 

2001～2007 年までのクロマドボタル幼虫の調査をした場所を○で表示したものです。中央

やや左よりの大きな黒丸が、大月市の朝日小沢地区です。右上の水色の丸形方形は、陣場

山付近を表示しました。 
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 この調査結果からみますと「無紋型」幼虫が集中的にみつかると指摘された「陣場山」

付近の無紋型の割合は、2～8％で、その他、第 2 図で表示されている○地点も、20％を超

える所はありませんでした。ところが、朝日小沢の右側の水色の丸形方形の地点（大月市

猿橋町小篠付近）は、30～45％、右下の丸形方形地点（山梨県南都留郡道志村月夜地区） 

は、無紋型の割合が 40～50％になりました。周囲の状況からしますと、この二つの地域は、

朝日小沢に次いで無紋型の発生率では特異な地域です。 

 本土産マドボタル属の幼虫の斑紋変異については、現在五つのグル－プに分かれていま

すが、そのうちの三つのグル－プ（第二・第三・第四）が通称の「フォッサマグナ地域」

（柏崎～千葉構造線・糸魚川～静岡構造線）内に分布しています。なぜこの地域に変異の

60％が集中して見られるのかは今後の重要な研究課題です。鈴木浩文先生・草桶秀夫先生

のゲンジボタル・ヘイケボタルの遺伝子レベルの研究でも、同じようにこの地域に多くの

変異がみられます。 

  第 3 図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 それから、この問題を考えていく上で大変興味深い指摘をしている文献があります。会

員の皆さん方はすでにご存知の文献かと想いますが、「日本の植物区系 前川文夫著（1977） 

玉川大学出版会」が、それです。 

 注,私は、10 年程前に多摩丘陵で「カンアオイ」の調査をしていた時に一度この本を図書館で読みましたが、今回の

マドボタル属無紋型幼虫の調査にあたり、会長の小西先生からお借りして読みました。この本は、すでに絶版となって

おり、現在古書店でもなかなか手に入りません。 

 この本の中で、前川先生は、磁極の変転と植物変異・分布の関わり、それから、フォッ

サマグナ地域の地殻変動と植物変異の問題について述べておられます。 

 また、この本の内容に関係して、1980 年 11 月 7 日の朝日新聞全国版の朝刊に、前川文夫

先生が、お書きになった「火山の爆発と植物の種の変動・有珠で変形アキタブキ発見」と

いう見出しでの報告が掲載されています。この記事の切り抜きを小西正泰先生がお持ちで

本と一緒に見せて頂きました。この記事で注目されるのは、有珠山の爆発後に火口付近に

調査に入った前川文夫先生が、アキタブキの葉が小型化したタイプを見つけて、この変異

の原因を火山の爆発による染色体の損傷が原因ではないかと指摘している点です。 
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これは、今回のクロマドボタルの変異の問題だけにとどまらず、今年の 6 月の皆越ようせ

い氏の発見された、伊豆半島賀茂郡東伊豆町のスジグロボタル幼虫の斑紋変異とも関わり

がありそうな問題です。 

 朝日小沢のクロマドボタルについて気になる点は、生息数がかなり減少してきているこ

とです。現地で調査をしながら地元の方々に伺いますと、 

「昔は、家の周りの草むらや畑の近く、農道の道端などで沢山光っていましたよ。ただ、

クロマドボタルとは知りませんでしたが・・・・。」 

「最近は、夜間に農作業をすることがあまりありませんので、よくは分かりませんが光っ

ているのを見ることがほとんどありません。」 

と、いわれます。 

 

④ 現在進めている保全対策 

 そんなわけで、保全の第一歩は、朝日小沢の地域の皆さん方にこのホタルのことを知っ

ていただくということで、昨年の秋に自治会の役員の方々に集まっていただき説明会を開

催しました。それからさる 10 月には、「山梨県富士・東部環境事務所」をお訪ねして林道

の管理事業の実施にあたっての配慮と、当該地域の森林を管理する森林組合の森林管理作

業の実施について、要望書を提出してきました。 

 さる、11 月 22･23･24 日の 3 日間猿橋町の公民館で町の文化祭が開かれました。この展示

場に安藤 晃館長のご厚意で、陸生ホタルのパネルを 26 枚展示させていただき、地域住民

延べ 380 人に見ていただきました。 

「ホタルは、ゲンジボタルとヘイケボタルだけだと思っていました。こんなに沢山の種類

があるとは驚きです。」 

「身近な所にこんなホタルがいるとは全く知りませんでした。これからは家の周辺で気を

つけてみてみます。」 

など、大変好評をいただきました。今後も様々な形で各方面への働き掛けを続けていく予

定です。 

注：関連する 資料写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 図 大月市猿橋町 朝日小沢地区の風景       2 図 朝日小沢地区のクロマドボタル無紋型幼虫 
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 3 図 朝日小沢地区の生息地の林道        4 図 3 図の左手奥の林道端、調査中の小俣亮氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 図 伊豆半島東伊豆町のスジグロベニボタル幼虫（撮影 皆越ようせい） 6 図 都留市田野倉地区の  

                              生息地風景 

 

 

7 図 この小さな体に伊豆半島の本州への衝突の謎を背負って      

健気に生き続ける「オカダトカゲ」 

・出典「まもりたい静岡県の野生生物」静岡県環境森林部 自然    

 保護室（2006）P88。 
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市橋 甫さんを悼んで 

                                                                        会長 小西 正泰 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  1図 生前の市橋 甫さん 2006年9月8日 パラオ共和国 カヤングル島にて撮影 

 

 三重県菰野町の熱心な昆虫研究家・市橋 甫（はじめ）さんが2008年7月13日、脳梗塞で

急逝された。享年73歳（1935年3月1日、四日市市で出生）。 

 市橋さんと私との交友は、ゾウムシの研究を通じて始まり、もう半世紀にもなる。 同氏

が三重大学農学部農学科（昆虫学専攻）の学生、私が 北海道大学農学部農業生物学科およ

び大学院（昆虫学専攻）で勉学中に、同氏からのコンタクトで文通が始まった。 

 同氏は 1958年三重大を卒業し、その年の夏に北大で開催された第18回 日本昆虫学会大

会に出席されたときお会いしたのが最初である。 その折り、北大のゾウムシの標本をみた

り、外国の文献を複写（写真）したり、北海道内を 20日間ほど単独で採集旅行したりして

成果があがったようであった。 

 卒業後は地元の御在所岳（1,212ｍ）にある御在所ロープウェイ（株）に就職して、営業

や企画を担当した（1995年定年で退職。取締役営業部長）。その間、市橋さんは熱心に主と

して甲虫を採集し、多くの専門家に標本を提供しており、その結果、それぞれの専門家によ

り命名記載された新種も少なくない （甲虫 16種 以上、クモ1種、ヤスデ1種）。私も

Himatinum ichihashii（クチミゾケブカキクイゾウムシ） および Macrohimatinum 

reticulatum（オオケブカキクイゾウムシ）という新種を記載している（1962）。 

 市橋さんは 県内各地の昆虫相（とくに甲虫）の調査に協力し、多くの報文を発表してい

る。また、夏になると 御在所岳山頂に多数飛来する赤トンボ（アキアカネ）の発生地を探

るため、多数の赤トンボを網で捕らえ、翅に赤い油性ペンで「Ｇ」（御在所の頭文字）と印

をつけて放していた（年間 50,000頭目標）。この調査は1971年以降 毎年継続されており、

市橋さんの主要なテーマの一つになっていた。2008年 急逝の日は、38年目の赤トンボ採

集・放虫の初日に当たる。そして、下山して帰宅後、体調をくずして急逝されたという。 
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 2 図 赤トンボ観察会                        3 図 小西宛の年賀状（平成20年） 

     （菰野町にて、2007.6.16 左から2人目が市橋さん） 

 

 市橋さんは、かねて「ございしょ自然学校」の校長として自然学習会を開いて指導した。   

会社退職後も （財）三重県環境保全事業団や （財）日本カモシカセンターなどに在籍して

いた。 

 私とは半世紀余りにわたり年賀状の交換が続いており、2008年に頂いた葉書には新年の予

定と抱負が述べられている（第3図参照）。 

 市橋さんは 温和な人柄であり、虫と自然をこよなく愛して地元に密着した真摯なナチュ

ラリストであった。心よりご冥福をお祈りいたします。    合掌 

（謝辞）この追悼文を書くにあたり、貴重な資料をご提供頂いた市橋 晶子夫人、大野正男

氏、小俣 軍平氏に厚くお礼申し上げます。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

４ お知らせと連絡 

（１） 紀伊半島から東海地方の調査に付いて一方ならぬお世話になってきました三重県菰野郡菰野町

ご出身の、市橋 甫先生が7月13日に急逝されました。うかつにも、事務局はこのことを気づかずに過ご

してしまいました。年末になって奥様から喪中のお葉書を頂いて初めて知りました。大変失礼いたしま

した。お世話になりました市橋先生のご冥福を心からお祈りいたします。 

 遅くなりましたが、会長の小西正泰の追悼の言葉を掲載いたしますと共に、会員の皆様方に謹んでお

知らせいたします。 

（２）寄付・カンパ・その他 

 今月も次の方々から寄付・カンパを頂きました。有り難うございました。謹んでご報告申し上げます。 

東京都八王子市在住 帆足 成平氏  ５,０００円 

東京都武蔵野市在住 梅田 彰氏  １５,０００円 

陸生ホタル生態研究会事務局一同   ７,０００円 

 2008年もまもなく終わります。1年間大変お世話になりました。皆様、どうぞ良いお年をお迎え下さい。 

 


